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１. はじめに

島根県立大学松江キャンパスでは､ 絵本の読み聞

かせを大学教育に取り入れて､ 2015年で10周年を

迎えた｡

2010年には､ その活動拠点として学内に児童書

専門図書館 ｢おはなしレストランライブラリー｣ を

開設し､ 絵本の貸出しや学生による読み聞かせを通

して､ 学内外の交流の場となっている｡

大学附属の児童図書館は､ 筆者の調べによると全

国でも10館に満たない｡ お互いの存在を強く意識す

ることもなく､ それぞれがそれぞれの地域で独自に

活動しているのが現状である｡

筆者は､ 2014年度に､ 以下の代表的な５館につ

いて視察を行った｡ 本レポートでは､ これら５つの

児童図書館の特色を明らかにし､ 大学附属児童図書

館の今後を展望したい｡
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２. 大学附属児童図書館それぞれの特色

１) 北海道武蔵女子短期大学附属図書館児童図書室

札幌市北区に

位置し､ 1976年

(昭和51) 開設｡

大学附属の児童

図書館としては

最も古い｡ 蔵書

約21000冊｡ 図書館職員 (司書) ２名と学生ボラン

ティアで運営｡ 1991年までは地域に週２日開放し

ていたが､ 現在は毎週金曜日13：00～17：00の１

日のみ｡

(１) 多彩な学生ボランティア活動

1976年開設当初､ 年間3000人を超えていた地域

利用者も徐々に減少して2000年には500人までになっ

た｡ ところが､ 2003年を境に一転増加に転じ､ 200

5年以降は1500名程度の利用者をキープしている｡

2003年に､ いったい何があったのか｡ それは､ 学

生ボランティアの活動がこの年から始まり､ その結

果として利用者増につながったと思われる｡ この学

生ボランティアの活発な活動こそが､ 武蔵女子短大

児童図書室の大きな特徴となっている｡

児童図書室に関連する学生ボランティアを挙げて

みると､ ｢武蔵としょかんまつり｣ ｢武蔵祭 (大学祭)｣

｢クリスマス会｣ の企画・参加､ ｢児童図書室装飾｣

｢月イチ特集～いちごいちえ～ (絵本のポップづく

り)｣ ｢えほんくらぶ (布絵本・おもちゃづくり)｣

｢はなうさぎ (おはなし会)｣ ｢児童図書室お手伝い

(児童図書サービス全般)｣ と､ 実に盛りだくさん｡

学生は学科を問わずだれでもこの中から自由に選

んで参加することができる｡ 年度によって多少のば

らつきはあるものの､ 2014年度は38名の学生が参

加した｡ このボランティア活動を通して､ 児童図書

室の支援と学生の育成を見事に両立させている｡

(２) 英語教育との連携

日本語と英語の両方が揃った絵本を約250冊所蔵

し､ 両者を並べて開架している｡ 学生の英語教育へ

の活用が第一義だが､ 幼児・児童の英語教育の高ま

りもあって一般の貸出も多い｡ ハンディーな ｢英語・

日本語対応絵本リスト｣ も作成し､ 利用を助けてい

る｡ しかも､ 日本語タイトル五十音順､ 英語タイト

ルアルファベット順の２種類がある｡

(３) 図書館グッズを利用した読書促進

読書ノートがたまるごとに､ ブックマーク､ クリ

アホルダー､ ブックカバーなど､ オリジナルの図書

館グッズがもらえるのも武蔵ならではアイディアで

ある｡ 学生にも子供にもうれしい企画だ｡
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２) 京都造形芸術大学芸術文化情報センター

｢ピッコリー｣

京都市左京区北

白川 (京都市街北

部) に位置し､

1978年開設｡ 蔵

書約18000冊｡ 常

勤司書２名､ 非常

勤スタッフ３名

(広報紙・ＨＰ作

成) で運営｡ 開館

は､ 木～土10：30

～18：00 日10：

30～17：00 ｡ 徒

歩や自転車での利

用者がほとんどで､ 近隣地域にはおなじみのこども

図書館である｡

(１) 芸術大学になぜこども図書館なのか

これはひとえに大学創設者である徳山詳直 (とく

やましょうちょく､ 1930～2014) の意思によるも

のである｡ 徳山は､ ｢教育が18歳からいきなり始ま

るわけではない｣ として､ 幼児段階からの教育にき

わめて関心が高かった｡ また､ 徳山には ｢芸術とは

何か？ 不幸な人を少しでも幸せにするために芸術

はある｣ という言葉がある｡ この､ 子どもと社会に

対するまなざしが相まって､ 地域に開放された子ど

も図書館が京都の地に誕生したのである｡

(２) 多彩な催し

ピッコリーでは､ 毎週のように金・土・日の３日

間には､ さまざまな催しが行われる｡ 子どもを対象

とした ｢おはなし会｣ のほかに､ 親子でおはなしを

楽しむ ｢おはなしクラブプー横丁｣ や ｢ブックトー

クのじかん｣ がある｡ それ以外にも､ ｢映画上映会｣

や ｢工作会｣､ 乳幼児と保護者のふれあいをうなが

す ｢トットクラブ｣ というのもある｡ 本を中心とし

ながら､ そのカテゴリーにこだわらず､ ゆるやかな

幅をもって親子を支援しようとする姿勢がピッコリー

の大きな特徴である｡

(３) ピッコリーネットワーク

これらの豊富な企画を実施していくために､ ｢ピッ

コリーネットワーク｣ と呼ばれるつながりが形成さ

れている｡ 具体的には､ 学外の ｢京都おはなしを語

る会｣ や ｢京都科学読み物研究会｣ の会員が上記の

様々な催しを支援している｡ 京都は昔から家庭文庫

が盛んで､ 地域で読書を支える伝統がこのネットワー

クにも受け継がれている｡

(４) ひとりひとりの貸出し記録

ピッコリーでは本来の読書支援にも一工夫がなさ

れている｡ 利用者一人一人について貸出し記録をカー

ドに付けている｡ これによって､ 子ども一人一人の

貸出の量 (冊数) と質 (読書傾向) を把握すること

ができ､ よりきめ細かいレファレンスが可能となる｡
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３) 鳴門教育大学附属図書館児童図書室

鳴門市郊外に

位置し､ 1987年

開設｡ 国立大学

(当時) の附属図

書館に設置され

た児童図書室の

第一号｡ 蔵書約

16500冊で､ 英語や韓国語の絵本も充実している｡

｢児童文化研究会｣ を中心とする学生ボランティア

と児童図書室専属事務補佐員１名で運営｡ 開室は､

水､ 土､ 日､ 祝日13：00～16：00｡

(１) すぐれた児童図書の収集と絵本データベース

選書は開設当初より､ 大学の児童図書室としての

独自性を発揮するためにも､ 質の高いものや古典と

して残りうる児童図書の収集を原則に､ 現在は､ 児

童図書室専属事務補佐員の方が選書を行っている｡

複本はほとんどなく､ 一点物がほとんどである｡

また､ ｢子ども

の心を理解する

ための絵本デー

タベース｣ は､

後述する佐々木

宏子氏を中心に､

絵本を子どもの

発達という視点

から主題分析を行って構築されたものだ｡ 学内およ

び学外の研究者はもとより､ 院生・学生の研究に利

用されているという｡

(２) 学生が現実の子どもと触れ合える場

児童図書室開設に尽力され､ 初代室長も務められ

た佐々木宏子氏 (現鳴門教育大学名誉教授) は､ 教

員をめざす学生には､ 大学の教育課程の中で教える

ために必要な知識と技術を修得することに加え､ も

う一つ大事な学びがあると考えている｡

それは､ 学校教育の場とは異なる日常生活の延長

で子どもと直に触れ合うことを通し､ 子どもを丸ご

と掴み､ 実感できる機会を持つことである｡ 地域に

開かれた児童図書室は､ 大学の教育課程の枠の外で､

学生それぞれが子どもや保護者との交流経験を通し

て実践的に学び､ 子どもという存在への理解を深め

る場となっているのである｡

(３) 子育て支援の場

児童図書室では､ 1999年度より､ 日常的な ｢地

域の子育て支援｣ をその目的の一つとして明確に掲

げ､ 活動に取り組んでいる｡ 母親が幼い子どもを安

心して連れて来ることができる場所として､ また､

他の親子や学生との触れ合いを通して狭く閉じられ

がちな母子関係を拡げる場として､ ここで ｢図書館デ

ビュー｣ を果たした親子は､ 何組にもなるという｡

具体的な活動としては､ 毎週土曜日のおはなしの

時間のほかに､ 学生ボランティアの企画による季節

行事は､ 人形劇サークル ｢ころぼっくる｣ の協力も

得て､ 人形劇・パネルシアター・手遊び歌・工作な

ど内容も多彩である｡ また､ 地域ボランティアとの

連携による ｢わらべうた講習会｣ は､ 子どもを持つ

保護者に好評で､ 2003年度から毎年４回の連続講

座として開催されている｡ 毎回､ 子どもたちの歓声

が聞こえる楽しい講座だ｡
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４) 山梨大学附属図書館子ども図書室

国立大学 (当時)

では､ 鳴門教育大

学に次ぐ児童図書

室として2002年

開設｡ 附属図書館

３階の会議室から

スタートし､ 現在は別棟の書庫を改装して移転｡ 蔵

書約4400冊｡ 学生ボランティア (35名) で運営｡

開室は､ 月・水・土13：00～16：00｡

(１) 学生ボランティアによる運営

附属図書館の事務職員の方からのサポートもある

が､ 子ども図書室の実質的な運営は､ 学生ボランティ

ア主体で行われている｡ このことが子ども図書室の

大きな特徴であり､ また､ 利用者にとっての魅力に

もなっている｡

学生ボランティアのおもな活動は､ 週３回の開室

日の担当と､ 子ども図書室の誕生会､ 七夕まつりや

クリスマス会など季節に応じたイベントの開催であ

る｡ 開室日の担当業務は､ 図書室の開錠に始まり､

本の貸出や整理､ 簡単なレファレンス､ 来室した子

どもへの読み聞かせや工作遊び､ そして最後に業務

日誌への記録､ 閉室時の見回り､ 施錠で完了する｡

学生同志でお互いの都合を調整し､ ２人体制のシフ

トを組んで担当している｡

(２) 大学教育とのつながり

学生のボランティア活動を後押しするものとして､

子ども図書室が教育人間科学部の教育ボランティア

活動の施設として登録されている点があげられる｡

この制度により､ 学生は子ども図書室の活動に継続

的に参加することで､ 社会参加実習の単位 (年間１

単位) を取得できる｡ ボランティア活動が教育の中

にうまく組み込まれている事例であろう｡

(３) 山梨県との共同事業 ｢子どもの読書活動推進

スキルアップ講座｣

2007年度から山梨県との

連携事業 ｢地域の子どもた

ちへの読書活動の推進｣ を

行っている｡ 具体的には､

日頃の子ども図書室の運営

を通した子どもの読書推進

に加え､ 学校司書や司書教

諭をはじめ､ 地域で子ども

の読書活動に携わる様ざま

な人たちのスキルアップを

目的とした講座を企画・実施している｡ 毎年設定さ

れるテーマ (例：2014年度 ｢子どもと読書活動を

つなぐ｣) のもとで組まれた５回の連続講座を､ 外

部講師と山梨大学の教員が担当する｡ 大学の地域貢

献としての事業ではあるが､ 子ども図書室の学生ボ

ランティアにも研修の機会を提供し､ 時にはシンポ

ジウムのシンポジストとして参加させるなど､ 学生

自身の学びの場ともなっている｡
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５) 関西大学児童図書館
(高槻市立中央図書

館ミューズ子ども分室)

2010年､ 関西大学高

槻キャンパスのビルの

１階に開設した｡ 高槻

市と関西大学の共同経

営で､ 市職員１名､ 司

書３名､ ボランティア

５名で運営｡ 蔵書約

23000冊｡ 開館は､ 月

～土10：00～17：00｡

(１) まちごと ｢子ども図書館｣

高槻市では､ 2006年より ｢まちごと 『子ども図

書館』｣ を掲げ､ 子どもの身近に本がある環境づく

りに市一体となって取り組んでいる｡

具体的には､ ミューズを含む３館を ｢子ども読書

支援センター｣ と位置付け､ 市内の学校図書館 (幼

稚園・小中学校)､ 公共施設 (公民館､ 子育て支援

施設)､ 各家庭と連携して､ 図書の団体貸出などを

行う｡

高槻の駅を降りると､ そこから関西大学まで歩行

者専用通路が整備されており､ 市と大学の一体的な

まちづくりを肌で感じることができる｡ ｢まちごと

『子ども図書館』｣ もまさにその一環であり､ これか

らの大学のあり方を考える上で参考となる｡

(２) 充実したおはなしの時間

ミューズでは､ 開館日には毎日おはなしの時間が

ある｡ 月～土10：40～11：00には ｢おはなしきしゃ

ぽっぽ｣ (０～３歳向け)､ 土14：00からは ｢おは

なしふうせん｣ (４歳以上向け)､ そのほか毎月第２

水曜日には ｢おりがみであそぼう｣ もある｡ ミュー

ズでは､ これらを学生や学外ボランティアには頼ら

ず､ ミューズのスタッフで分担している｡

筆者が訪問したのも平日の午前であったが､ ｢お

はなしきしゃぽっぽ｣ に10組程度の親子連れが参加

していた｡ 比較的若い母親が多く､ リピーター率も

高いとのことだ｡ 親同士､ また利用者とスタッフが

自然と顔なじみになり､ 子どもの成長をスタッフも

見守ることができる｡ 本についてのやりとりだけで

なく､ 子育ての話題などでお母さんたちとゆったり

話のできるところがミューズ子ども分室の持ち味で

ある｡

(３) ｢とかいなか｣ 構想

高槻市では都会

と田舎の良い面を

あわせもったまち

づくり ｢とかいな

か｣ を推進してい

るとミューズでう

かがった｡ 高槻の

駅周辺はいまや開発ラッシュで､ 高層マンションが

立ち並ぶ｡ ｢とかいなか｣ を求めて､ 子育て世代の

流入もそれなりにあるのだろう｡ ミューズの利用者

が多い背景には､ そのような事情も影響しているだ

ろうし､ さらには､ 保育所の待機児童の問題も一方

であるのかも知れない｡
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おはなしのじかん
平日でも10組前後の
親子が楽しむ｡

棚の上や壁面には折
り紙で作った人形や
飾りがたくさん飾ら
れている｡
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３. 大学附属児童図書館の展望

北海道武蔵女子短期大学附属図書館児童図書室を

はじめとする５つの大学附属児童図書館について､

それぞれの特色を見てきた｡ この５館に島根県立大

学松江キャンパスの児童書専門図書館 ｢おはなしレ

ストランライブラリー｣ を加えて､ 大学附属の児童

図書館の今後の姿を展望してみたい｡

１) 地域の〈子育て支援の場〉として

６館を通して言えることは､ それらが各地域にお

いて重要な子育て支援の場として機能している点だ｡

子育て支援を明確な目標として掲げる鳴門教育､ 地

域に密着し多彩な催しで子育て支援を行なう京都ピッ

コリー､ 毎日のおはなし会で親子を支える関西ミュー

ズなど､ それぞれの地域の実情に応じて柔軟に対応

している姿が見られる｡

保育所の待機児童の増加など､ 乳幼児の子育て事

情に課題も多い中､ 大学がそのことに対してどのよ

うに向き合うかを考えた時､ 大学附属の児童図書館

の果たす役割は極めて大きいと思われる｡

２) 大学の〈教育・研究の場〉として

大学附属の児童図書館ならではの取組として､ 絵

本の英語教育活用 (北海道武蔵)､ 絵本データベー

スの構築・研究利用 (鳴門教育) などがある｡ 京都

ピッコリーの芸術面からの絵本利用や科学絵本への

着眼などは､ 絵本が様々な教育研究領域とつながり

うる可能性を示唆するものだ｡

おはなしレストランライブラリーも､ そもそも読

み聞かせを通した学生の人間教育のために誕生した

もので､ 大学教育とは不可分の関係にある｡ 従来､

大学図書館は ｢研究のための図書館｣ のイメージが

強かったが､ ラーニング・コモンズの導入などによ

り活用の仕方も幅が広がっている｡ 大学附属の児童

図書館も､ その幅を広げる一要素として､ 教育や研

究への活かし方について大学全体を見渡しながら考

えてみるとよいのではないだろうか｡

３) 大学と地域の〈交流拠点〉として

教育・研究と並んで､ 今日の大学には地域貢献が

強く求められている｡ 大学附属の児童図書館は､ そ

れを肩肘張らずに､ あるぬくもりを持って実現して

いる場ではないだろうか｡ 図書館で子どもと学生が

絵本をはさんで向き合っている風景に接すると､ 誰

かからの押し付けではない､ 人と人のあたたかい血

の通った〈交流〉の姿をそこに見る思いがする｡

鳴門教育大の報告に述べた､ 地域に開かれた児童

図書館が ｢学生それぞれが子どもや保護者との交流

経験を通して実践的に学び､ 子どもという存在への

理解を深める場｣ であることをいま一度かみしめた

い｡

４) 学外諸機関との〈地域連携の場〉として

学外の読書研究会と独自のネットワークを構築し

ている京都ピッコリー､ 山梨県と連携して子どもの

読書推進をはかる山梨大､ 市と大学で共同運営の形

態をとる関西ミューズなど､ 児童図書館を維持し機

能の拡充をはかるために学外との様々な連携が見ら

れる｡

おはなしレストランライブラリーにおいても､ 平

成24年度より ｢島根子ども読書活動推進会議｣ (島

根県) と協力して､ 父親による絵本の読み聞かせの

啓発として ｢読みメン道場｣ を始めたこところだ｡

４. おわりに

視察を行なった５つの大学附属児童図書館につい

て､ 以上述べた特色は､ 紙幅の都合もあって､ 概要

にとどまる｡ それぞれの館のすばらしさについて､

書ききれなかった点､ あるいは見落としている点が

まだたくさんあろう｡ 視察でお世話になった皆さま

への感謝の念とともに､ このレポートが６館の発展

と連携に少しでも役立つことを願う次第である｡
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